
複数種の実験動物でヒトとマウスの種間差を補うトランスレーショナルリサーチの構築 
(iPS細胞を用いた再生医療の実現に向けて) 

 
テニュアトラック推進機構 本多研究室：本多 新（医学系 発生・生物学分野） 

     当研究室では主に、ほ乳類（マウス、ウサギ、サル）の多能性幹細胞（ES/iPS細胞）と生殖細胞（精子/卵子）で、 発生（胎仔

が母胎で成長するしくみ）および生殖（種として命を繋ぐしくみ）に関する研究を展開し、動物種間の相違を越えた命のなりたちを解明
して、実験動物による橋渡し研究（トランスレーショナルリサーチ）を構築することを目的としています。 

【目的】 

自己複製能 
（変化する能力を保持したまま、性質を変えずに分裂し続ける能力） 

分化能 
（刺激により性質を変えながら増殖する能力） 

幹細胞とは？ 
（二つの能力で定義づけられる） 

レチノイン酸 
血清 肝細胞成長因子 

神経細胞 心筋細胞 肝細胞 

理論的にはどんな細胞でも作ることができる 

再生医療へ 

ES細胞 

多能性幹（ES/iPS）細胞とは？ 

質の高い幹細胞
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質の低い幹細胞

幹細胞の“質”について 

いかに多くの種類に効率よく分化させることが出来るか否か？が重要 

マウスなどげっ歯類の多能性幹細胞 
（マウス型） 

ヒトを含むそれ以外の多能性幹細胞 
（ヒト型） ＞ 

マウスの多能性幹細胞とヒトの多能性幹細胞には質的な相違が大きい 

⑤ヒトでは不可能な実験を容易に行える動物：ウサギ 

④ES細胞とiPS細胞の相違について ⑥ウサギ多能性幹細胞を用いた研究例 

マウスやウサギで得られた 
知見や技術をサルにも応用し 

より安全で確実な 
医療への展開を目指す 

⑨将来展望（サルへの展開も含む） 

多能性幹細胞による再生医療 
モデルの構築についてお話します。 

遺伝子破壊動物の作製について 

ある遺伝子Aを破壊して

子供を作った時に、もし
もその子供に目がな
かったとしたら、破壊し
たAという遺伝子は「目

を作るのに重要だった」
ということが証明される。
これが遺伝子破壊によ
る遺伝子機能解析。 

遺伝子破壊ができれば、 
補完法などの手法で 

モデル動物作製も可能。 

①遺伝子破壊とは？ 

① 

② 
③ 

③マウス以外の動物でも遺伝子破壊をする技術 

“サイエンスをエンジョイしたい！”そんな学生を募集中です。 

自然な胚発生の流れに 
従って多能性を獲得 

一度は分化した体細胞が 
外来遺伝子の力で多能性を獲得 

次に 

のお話です。 

②マウス以外の動物は破壊できなかった 

キメラ動物が作れるマウス 
だからこそ成せる技 

マウス・ラット以外での 
成功例なし 

⑦ヒト型iPS細胞の質を改良する－１ 

⑧ヒト型iPS細胞の質を改善する－２ 
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